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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年10月13日(2016.10.13)

【公開番号】特開2016-10512(P2016-10512A)
【公開日】平成28年1月21日(2016.1.21)
【年通号数】公開・登録公報2016-005
【出願番号】特願2014-133405(P2014-133405)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ  13/15     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/494    (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/49     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ４１Ｂ   13/02     　　　Ｋ
   Ａ４１Ｂ   13/02     　　　Ｔ

【手続補正書】
【提出日】平成28年8月29日(2016.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　縦方向及びそれに直交する横方向と、前記縦方向の寸法を二等分して前記横方向へ延び
る横中心線 と、肌対向面及び非肌対向面と、前ウエスト域と、後ウエスト域と、前記前
後ウエスト域間に位置するクロッチ域と、少なくとも前記クロッチ域に配置された、吸収
性コアを備えた吸液構造体とを含む使い捨て着用物品であって、
　前記吸液構造体の前記クロッチ域において前記横中心線よりも前記前ウエスト域側にの
み前記吸収性コアと重なるように少なくとも前記横方向へ伸縮可能なクロッチ弾性体が配
設されることを特徴とする着用物品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　前記クロッチ弾性体は、複数条のストリング状又はストランド状の弾性体であって、
　前記クロッチ伸縮域は、前記前ウエスト域側の前記横方向の寸法が、前記横中心線側の
前記横方向の寸法よりも大きくなるように前記クロッチ弾性体の収縮力を設定してある請
求項４に記載の着用物品。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　本実施形態にかかるおむつ１０においては、図６に示すように、吸液構造体３７のクロ
ッチ域１５において横中心線Ｑよりも前ウエスト域１３側のみに吸収性コア３４ｄと重な
るように少なくとも横方向Ｘへ伸縮可能なクロッチ弾性体４０が配設されていることによ
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って、吸収性コア３４ｄが略長方形状であっても、着用時においてはクロッチ弾性体４０
の収縮によって吸収性コア３４ｄの横方向Ｘの寸法が縮められて幅狭となる。したがって
、吸収性コア３４ｄの両側縁３４ｃは着用者の身体形状に沿った凹曲状を呈するので、吸
収性コア３４ｄの吸収容量が低下することを防止しつつ、おむつ１０の着用感を向上する
ことができる。また、クロッチ弾性体４０が配置されることによって、クロッチ域１５の
前側部分１５Ａにおける縦方向Ｙの中央が横に張り出したような形状を有することはなく
、着用状態において大腿部間に挟まれて幅狭となるので、外観視においてすっきりとした
印象を与えることができる。しかも、クロッチ弾性体３６を一定間隔で複数配置すること
によって小皺を複数形成させ、体液の漏れを誘発するような大きな皺が吸収体３４に形成
されるのを防止することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　上記段落［００５９］に開示した本発明に係る使い捨て着用物品は、少なくとも下記の
実施の形態を含むことができる。該実施の形態は、分離して又は互いに組み合わせて採択
することができる。
（１）前記着用物品に力が加えられておらず、前記クロッチ弾性体の収縮力が作用しない
状態において、前記吸収性コアを含む前記クロッチ域における前記横方向の寸法が、前記
前後ウエスト域における前記横方向の寸法の８０～１０５％である。
（２）前記前ウエスト域は、前記横方向へ伸縮可能であって前記横方向へ延びる前ウエス
ト弾性体の伸縮力が作用する前ウエスト伸縮域を有し、前記後ウエスト域は、前記横方向
へ伸縮可能であって前記横方向へ延びる後ウエスト弾性体の伸縮力が作用する後ウエスト
伸縮域を有し、前記クロッチ域は、前記クロッチ弾性体の伸縮力が作用するクロッチ伸縮
域を有し、前記前後ウエスト伸縮域と前記クロッチ伸縮域とは、平面視において互いに重
ならない。
（３）前記クロッチ弾性体は、前記吸収性コアの前記非肌対向面側に配置されている。
（４）前記クロッチ弾性体は、複数条のストリング状又はストランド状の弾性体であって
、前記クロッチ伸縮域は、前記前ウエスト域側の前記横方向の寸法が、前記横中心線側の
前記横方向の寸法よりも大きくなるように前記クロッチ弾性体の収縮力を設定してある。
（５）前記吸液構造体は、前記縦方向へ延びる凹状溝を有し、前記凹状溝は、平面視にお
いて前記クロッチ弾性体の一部に重なる。
（６）前記前ウエスト域を画成する前ウエストパネルと、前記後ウエスト域を画成する後
ウエストパネルとをさらに含み、前記前ウエストパネルと前記後ウエストパネルとが前記
縦方向において互いに離間対向し、前記吸液構造体の前後端部が前記前後ウエストパネル
に固定される。
（７）前記前後ウエストパネルと、前記吸液構造体を含む吸収シャーシとによって一対の
レッグ開口が画成され、前記前後ウエスト伸縮域は、前記レッグ開口側において前記横方
向において離間対向して位置する一対の伸縮域を含み、前記一対の伸縮域間には非伸縮域
が位置する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】
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